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XX.XX.XX.XX.    器楽器楽器楽器楽ののののスコアスコアスコアスコア    

    
２０－１ 

  墨字に示されている楽器のリストを点字で表すには、スコアで使われる略

語を使用する。これらの略語は一般に、点訳される国の言葉で書かれ、２字か

３字で成りたっていて、後に 3の点が続いて記される。 

 

２０－２ 

  通常、全てのパートは第 1 ページに記す。次からのページには、演奏しな

いパートは書かない。 

 

２０－３ 

  もし音部記号が記されているならば、最初のページかあるいは、そのパー

トが初めて出てくる時にのみ必要である。 

 

２０－４ 

  すべての楽器が同じ調性で演奏されない限りは、調号はスコアのページ毎

にパート名の後に記す。 

 

２０－５ 

  練習番号、小節番号及びページ番号などの情報は、各パラレルかセクショ

ンの上の空いた行に記す。 

 

２０－６ 

  和音や部分けがある場合、全てのパートは同じ方向に読む。 

方向は、スコアの冒頭において明確になされなくてはいけない。 

例えば：    

 

２０－７ 

  分離楽句“divisi”は、和音か部分けで記してよい。しかし、次の方法は、 

パートを見分けたり、音程の方向を示す助けとなる。 

この例は、下から上に読んでいく２つのパート（２つの下がり数字“２ １”）

のある、トランペットの為のものである。 

  
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２０－８ 

  平行進行は、スコアの中のすぐ隣り合ったパートで使われることがある。 

同一ページ内で、ある程度離れている他のパートと重複している非常に重要で

明瞭な旋律線は、次のように記す。 

   

 

２０－９ 

  例２０－９(a) は、ベートーヴェン交響曲第３番の楽器のリストで、それぞ

れのパートの英語の略語を示している。この後に続く(ｂ) には、第１楽章の冒

頭の６小節が記されている。このスコアでは、全ての音程は下から上に読む。 

このセクションは、墨字スコアの１ページ目の初めのシステムの１小節目から

６小節目までが記されているということが、スコアの前にはっきりと示されて

いる。 [この章の例には、複縦線は付けられていない] 

  

例２０－９ 

(a) 

            

            

                

      

      

     

       

      

      

       

       

         

      

      

     

     

     



 - 155 - 

  (b) 

 

               

      

             

      

     

      

     

      

     

      

     

      

     

       

      

     

       

     

      

     

        

     

        

     

        

      

     
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                 Symphony  No.3 

                                           L. von Beethoven,  Op. 55 
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２０－１０ 

  次の例は、同じ交響曲の次に続く４小節である。ここで演奏されない楽器

は、墨字スコアにも点字スコアにも記されていない。他の書式の可能性を示す

ために、この部分はバー・オーバー・バー形式で書かれている。 

 例２０－１０ 

 

   

   

       

       

       

   

    

     

    

      
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２０－１１ 

  例２０－１１は、チャイコフスキーの交響曲第 6 番の初めの部分である。

冒頭の説明によって、このスコアでは音程は上から下へ読むことが分かる。 

この引用部分は、1小節目から 4小節目であり、墨字のページとシステム番号は

共に正規の数字で記されていて、意味は明らかである。 

墨字ではスコア全部が書かれているが、点字では演奏される楽器のみ記されて

いる。ここで演奏されない楽器は、初めて出てきた時にその音部記号が記され

る。その後は、その音部記号は繰返し書かない。 

 

 例２０－１１ 

 

             

             

                 

         

               

   

     

     

    

    

   

     

     

    
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     Symphonie No. 6 

      (Pathetique) 

                                                  P. Chaikowsky 

 

 


